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水
産
庁
が
認
定
し
た
、
手

軽
に
食
べ
ら
れ
る
魚
商
品

「
フ
ァ
ス
ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」

が
人
気
を
集
め
て
い
る
。
栄

養
が
あ
り
、
調
理
が
簡
単
な

こ
と
な
ど
が
受
け
て
い
る
よ

う
だ
。
水
産
業
界
は
魚
離
れ

に
歯
止
め
を
か
け
た
い
と
期

待
す
る
が
、「
行
き
過
ぎ
る

と
、
日
本
の
食
文
化
を
壊
し

か
ね
な
い
」
と
懸
念
す
る
声

も
出
て
い
る
。

9
月
上
旬
、
東
京
都
目
黒

区
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
は
フ
ァ
ス
ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
骨

を
取
っ
た
サ
バ
、
シ
マ
ホ
ッ

ケ
な
ど
干
物
8
品
が
並
ん

だ
。
あ
る
主
婦
は
「
仕
事
後

に
買
っ
て
帰
り
、
焼
く
だ
け

な
の
で
楽
。
骨
が
な
い
の
で

子
供
も
喜
ぶ
」。
ス
ー
パ
ー

の
担
当
者
も
「
赤
字
が
続
く

鮮
魚
部
門
の
起
爆
剤
に
な
り

う
る
」
と
い
う
。

政
府
統
計
に
よ
る
と
、

1
9
9
0
年
に
95
グ
ラ
ム
だ
っ

た
1
人
1
日
の
魚
介
類
摂
取
量

は
2
0
1
0
年
に
72
グ
ラ
ム
ま

で
減
少
。
1
世
帯
の
年
間
購
入

額
も
、
13
万
4
4
8
2
円
か
ら

8
万
1
7
1
6
円
に
落
ち
た
。

危
機
感
を
抱
く
水
産
庁
は
今
年

か
ら
、
こ
の
認
定
制
度
を
始
め

た
。
担
当
者
は
「
肉
は
簡
単
に

食
べ
ら
れ
る
多
彩
な
料
理
が
あ

る
。
魚
も
対
抗
で
き
る
商
品
が

不
可
欠
」
と
説
明
す
る
。
主
婦

や
料
理
研
究
家
ら
で
構
成
す
る

委
員
会
が
「
料
理
時
間
が
短

い
」「
価
格
が
手
頃
」
な
ど
の

条
件
に
該
当
す
る
64
品
を
選

び
、
14
日
に
5
2
2
品
を
追
加

し
た
。
電
子
レ
ン
ジ
で
温
め
る

「
骨
抜
き
サ
ケ
の
ガ
ー
リ
ッ
ク

焼
き
」「
サ
ワ
ラ
の
レ
モ
ン

ペ
ッ
パ
ー
焼
き
」
な
ど
の
新
商

品
も
あ
れ
ば
、
ア
ジ
の
ハ
ン

バ
ー
グ
な
ど
既
存
品
も
あ
る
。

認
定
さ
れ
る
と
、
商
品
に
ロ
ゴ

マ
ー
ク
が
付
く
。

人
気
の
背
景
に
は
、
消
費
者

の
意
識
変
化
が
あ
る
。
高
齢
化

が
進
み
、
共
働
き
も
増
え
る

中
、
魚
の
下
ご
し
ら
え
、
焼
き

魚
の
に
お
い
、
生
ゴ
ミ
処
理
を

敬
遠
す
る
人
が
多
く
な
っ
た
と

い
う
。
水
産
大
手
の
食
品
加
工

会
社
は
「
外
食
産
業
や
給
食
な

ど
で
伸
び
し
ろ
が
あ
る
」
と
見

る
。た

だ
、
手
軽
さ
に
違
和
感
を

持
つ
人
も
い
る
。
投
書
を
寄
せ

た
男
性
は
「
魚
の
骨
を
箸
で
取

り
、
上
手
に
食
べ
る
の
が
礼

儀
。
子
供
が
う
ま
く
食
べ
ら
れ

な
い
と
、
日
本
の
食
文
化
が
失

わ
れ
る
」。
N

※

A
C
S
消
費
生

活
研
究
所
の
戸と

部べ

依よ
り

子こ

所
長
は

「
時
代
の
流
れ
で
仕
方
が
な
い

面
も
あ
る
が
、
消
費
者
が
何
を

食
べ
て
い
る
の
か
を
意
識
す
る

必
要
が
あ
る
。
水
産
庁
や
業
界

も
背
景
を
し
っ
か
り
説
明
す
べ

き
だ
」
と
提
言
す
る
。

※	

N
A
C
S
消
費
生
活
研
究
所
　
消
費

生
活
を
め
ぐ
る
問
題
を
研
究
す
る
民

間
団
体
。

ファストフィッシュ 「手軽さ」に期待と懸念

（『
読よ
み

売う
り

新
聞
』
二〇一二年
九月
一六日
朝
刊
）

小論文を書くために
表 現 へ の 扉  ２

現代社会について考えるきっかけを与えてくれる文章や資料を集めた。
文章を読んで要旨をまとめたり、

文章の内容に対する自分の意見を小論文にまとめたりしてみよう。
また、グラフから読み取れることを書き出し、

グラフの内容をふまえて考えたことを小論文にまとめてみよう。


